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元気と笑顔があふれるまち

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

入
る
と

●
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
・
継
続

的
に
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
に
な
り
、
得

意
に
な
り
ま
す
。

●
全
国
組
織
の
た
め
、
県
内
や
全

■佐原区
水郷サッカー（サッカー）　高橋　☎ (54)1471
　佐原河川敷自由広場【㈯・㈰・㈷】

佐原ウィナーズ（軟式野球）　木村　☎ (54)6755
　下水道場内野球場【㈯・㈰・㈷】

佐原柔道（柔道）　家田　☎ (52)2601
　香取市民体育館【㈫・㈭・㈯】

香取ファイターズ（軟式野球）　香取　☎ (57)0972
　香取小【㈰・㈷】

福田（サッカー・ミニバス）　長谷川　☎ (59)2119
　本矢作運動公園・福田小【㈯・㈰】

新島アニマルズ（軟式野球）　大川　☎ (56)2450
　新島小【㈯・㈰】

佐原ジュニアナイツ（軟式野球）　秋山☎090(2228)8283
　第三中【㈯・㈰】・本矢作運動広場【㈯】

佐原ジュニア体操クラブ（体操競技）　山岸　
　☎090(2664)4947　香取市民体育館・他（週2～3回）

少林寺拳法佐原支部（少林寺拳法）　大久保
　☎ (72)3834　東大戸小・津宮小【㈫・㈮】

大利根柔道（柔道）　齋藤　☎ 090(4138)6962
　北佐原小【㈰・㈬・㈮】

佐原剣友会（剣道）　黒田　☎ (52)4588
　香取市民体育館【㈬・㈰】

佐原ヤングリーブス（サッカー）　三上　☎ (55)1857
　東大戸小・旧五中【㈰】

瑞穂ブルーフェニックス（軟式野球）　鎌倉☎(52)4674
　瑞穂小【㈰】

水郷イーストレイクス（軟式野球）　市原　☎(56)1331
　湖東地区野球場【㈰】

香取ＫＦＣ（サッカー）　高橋　☎ (58)2233
　本矢作運動広場【㈰】

佐原サンボーイズ（軟式野球）　久保木　☎ (52)3336
　佐原小【㈯・㈰】

千葉県警察空手道部少年部瑞穂（空手道）　磯田
　スポーツ振興課　瑞穂小【㈯】

佐原クラブ（バレーボール）　小倉　☎ (57)1244
　佐原小【㈯・㈰】

佐原ジュニアスターズ（軟式野球）　松島　☎(54)1884
　旧第二中【㈯・㈰】

佐原ＭＢＣ（ミニバス）　松島　☎ 090(3100)5149
　東大戸小【㈬・㈯・㈰】

新島野球クラブ（中学軟式野球）　椎名　スポーツ振
興課　新島中【㈯・㈰】

ズイークＪｒ．（バレーボール）　酒井　スポーツ振興
課　香取中・大倉小【㈫・㈯】

（順不同）

ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
子 

集
ま
れ
！

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

国
の
仲
間
と
の
交
流
が
で
き
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
様
々
な
文

化
・
社
会
活
動
も
自
主
的
に
行
い

ま
す
か
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
素

養
が
身
に
つ
き
ま
す
。

●
異
年
齢
集
団
で
の
グ
ル
ー
プ
活

動
で
す
か
ら
、
子
ど
も
同
士
が
お

互
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
研
修
を
受
け
た
資
質
の
高
い
指

導
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

入
る
に
は

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
一
覧
表
（
団
名
称
・
代
表

者
・
電
話
番
号
・
活
動
場
所
・
練

習
日
の
順
）
を
参
考
に
、
お
気
軽

に
各
団
代
表
者
ま
た
は
各
地
区
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ほ
か
の
地
区
か
ら
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

　

ま
た
、
指
導
者
の
募
集
も
行
っ

て
い
ま
す
。

※
小
見
川
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
は
、
入
団
説
明
会
を
3
月
2

日
㈰
の
10
時
か
ら
小
見
川
ス
ポ
ー

ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

香
取
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
事
務
局

佐
原
区
⋮
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
(50)
1
2
2
1

小
見
川
区
⋮
小
生
涯
学
習
課

☎
(83)
0
1
0
1

山
田
区
⋮
山
教
育
課☎

(78)
3
2
0
4

栗
源
区
⋮
栗
教
育
課☎

(75)
2
1
1
7

津宮カープ（軟式野球）　久保木　☎ (57)1902
　津宮小【㈯・㈰・㈷】

みずほブルーサンダース（ドッジボール）　藤原　
　☎ (54)1026　瑞穂小【㈭・㈯】

■小見川区
小見川ミニバスケットボール（ミニバス）　平野
　小生涯学習課　小見川中央小・小見川西小【㈯・㈰】
小見川バドミントン（バドミントン）　高岡
　小生涯学習課　小見川東小【㈰】
小見川サッカー（サッカー）　篠塚　小生涯学習課
　小見川河川敷運動公園【㈰・第 2 ･ 4 ㈯】

■山田区
府馬ＭＢＣ（ミニバス）　菅谷　山教育課
　府馬小体育館【毎日】

山田マリーンズ（軟式野球）　高岡　山教育課
　山倉運動広場【㈯・㈰・㈷】

山田ＭＢＫ（ミニバス）　八木　山教育課
　山田Ｂ＆Ｇ海洋センター【㈯・㈰・㈷】

■栗源区
栗源ジュニアイーグルス（軟式野球）　斎藤☎(75)3829
　栗源運動広場【㈯・㈰】

■香取市スポーツ少年団一覧表

　

香
取
市
に
は
、
日
本
体
育
協
会
に
登

録
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま

す
。青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
団
員
相

互
の
調
和
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
各
団
が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

香取市スポーツ少年団 団員募集
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概　

要

計
画
の
役
割

・
香
取
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
な
る
計
画
で
す
。

・
市
民
に
対
す
る
市
の
運
営
指

針
と
な
り
ま
す
。

・
国
や
県
な
ど
に
対
し
て
市
が

目
指
す
方
向
性
を
提
示
す
る
も

の
で
す
。

構
成
と
期
間

　

総
合
計
画
は
﹁
基
本
構
想
﹂

と
﹁
基
本
計
画
﹂
で
構
成
さ
れ

ま
す
。﹁
基
本
計
画
﹂
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と

し
て
、
毎
年
﹁
実
施
計
画
﹂
を

策
定
し
ま
す
。（
上
図
参
照
）

　

目
指
す
方
向
性

基
本
理
念

　
﹁
市
民
協
働
に
よ
る　

暮
ら

し
や
す
く　

人
が
集
う
ま
ち
づ

く
り
﹂
を
基
本
理
念
に
掲
げ
ま

す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

に
﹁
市
民
と
の
協
働
﹂
の
考
え

方
を
位
置
づ
け
、
市
民
が
暮
ら

し
や
す
く
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

人
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
ま
ち

の
活
性
化
・
発
展
を
図
る
こ
と

と
し
ま
す
。

将
来
都
市
像

　

基
本
理
念
に
基
づ
き
、﹁
活

力
﹂
と
﹁
安
全
・
安
心
﹂
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、﹁
元
気
と
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
﹂
を
将
来
都
市

像
に
掲
げ
、﹁
一
人
ひ
と
り
の

市
民
が
輝
く�

活
気
み
な
ぎ
る�

や
す
ら
ぎ
の
郷�

香
取
﹂
を
目

指
し
ま
す
。

　

将
来
の
す
が
た

人
口
の
見
通
し

　

市
で
は
、
出
生
率
の
低
下
や

若
年
層
の
都
市
部
へ
の
転
出
に

よ
り
、
人
口
減
少
傾
向
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
目
標

年
次
で
あ
る
平
成
29
年
度
の

総
人
口
は
、
過
去
の
人
口
推
移

に
基
づ
く
推
計
人
口
に
、
総
合

計
画
の
実
施
、
特
に
若
者
の
定

住
化
対
策
と
少
子
化
対
策
を
中

心
と
す
る
施
策
の
展
開
か
ら
、

7
8
0
0
0
人
を
想
定
し
ま

す
。

土
地
利
用
構
想

　

●
基
本
方
針

　

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
あ

る
、
市
の
土
地
を
高
度
か
つ
有

効
に
活
用
し
ま
す
。

₁
環
境
と
共
生
す
る
土
地
利
用

の
推
進

　

水
と
緑
の
美
し
い
自
然
環

境
・
景
観
、
貴
重
な
歴
史
文
化

環
境
・
景
観
、
農
業
の
ま
ち

　
「
総
合
計
画
」
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
く
た
め
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。
こ
の

総
合
計
画
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
将

来
都
市
像
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
必
要
な
施
策
の

大
綱
な
ど
を
ま
と
め
た
基
本
構
想
が
平
成
19
年
12
月
市

議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

将
来
の
都
市
像
は
「
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

と
し
て
、
生
産
環
境
の
保
全
と

活
用
を
重
視
し
た
、
環
境
と
共

生
す
る
土
地
利
用
を
推
進
し
ま

す
。

₂
定
住
と
交
流
、
活
力
を
生
み

出
す
土
地
利
用
の
推
進

　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
環

境
・
商
業
環
境
の
創
造
や
快
適

な
住
宅
地
の
形
成
、
観
光
・
交

流
基
盤
の
充
実
、
産
業
立
地
の

促
進
、さ
ら
に
は
多
様
な
道
路
・

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な

ど
、
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加

と
市
全
体
の
活
力
向
上
に
向
け

た
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

●
方
向
性

　

土
地
利
用
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
市
域
を
﹁
市
街
地
整
備

区
域
﹂﹁
田
園
定
住
区
域
﹂﹁
農

業
生
産
区
域
﹂﹁
産
業
創
出
区

域
﹂﹁
森
林
保
全
区
域
﹂﹁
水
辺

空
間
活
用
区
域
﹂
の
6
つ
の
区

域
に
分
け
、
望
ま
し
い
土
地
利

用
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課　

☎
(50)
1
2
0
6

決定

平成20年度から29年度までの10年間を対象とし、ま
ちづくりの基本理念と市の将来像を示すとともに、
必要な施策の大綱を明らかにしたものです。

基本構想に示された施策の大綱に従い、施策の目的
や方針を明らかにしたものです。₅年後の各施策の
評価を踏まえ、見直しを行います。

基本構想

基本計画

実施計画

　税源移譲で所得税が減少することにより、住宅ローン控除限度額
が所得税額より大きくなり、所得税から控除しきれなくなる場合が
あります。このため、平成11年から平成18年までに入居した方に限
り、今まで所得税から控除されていた分については、申告により、
平成20年度以降の住民税の所得割額からも控除する経過措置が設け
られています。

■対象者
　平成19年以降の所得税の住宅ローン控除額が平成18年までの所得
税率で計算した場合に比べて減少する人
　「市町村民税道府県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」は、
市のホームページまたは市役所税務課、各区事務所税務課にありま
す。提出方法は次のとおりです。

◎確定申告を行わず年末調整で住宅ローン控除の適用を受けている人
　源泉徴収票を添付して、平成20年₁月₁日現在お住まいの市区町
村へ申告書を提出

◎確定申告を行う必要のあるサラリーマンや自営業者など
　所得税の確定申告書と一緒に佐原税務署、市役所または区事務所
へ申告書を提出

問い合わせ
税務課　　☎(50)1242　小税務課　☎(82)1113
山税務課　☎(78)2115　栗税務課　☎(75)2112

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

　

受
け
る
に
は
毎
年
申
告
が
必
要
！

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

　
香
取
市
基
本
構
想

市民懇談
会

申告期限は₃月17日㈪

施策の大綱

　将来都市像の実現に向けて、分野別のまちづくりの基本目
標を掲げ、取り組みを進めます。

産業・経済の振興
豊かさが実感でき、活力ある産業を育むまちづくり
　基幹産業である農業や、多様な地域資源を活用した観光
など、香取市の強みを活かしながら、実際にそれぞれの産
業に携わっている事業者が真に豊かさを実感できる、活力
みなぎる産業を育んでいきます。

生活・環境の向上
人と自然が共生し、快適で安心して暮らせるまちづくり
　市民のかけがえのない財産である豊かな自然の保全を図
りつつ、それと共生しながら一人ひとりの市民が安心して
生活できる快適なまちづくりを、市民協働による地域ぐる
みで進めていきます。

健康・福祉の充実
住み慣れた地域で、誰もが安心していきいきと暮らせるまちづくり
　子どもから高齢者、障害者も含めてすべての人が、住み
慣れた地域で支えあいながら生きがいを持ち、安心して元
気に暮らしていける、ぬくもりのあるまちづくりを進めて
いきます。

教育・文化の推進
歴史と文化に包まれて、心豊かな人を育むまちづくり
　学校教育や生涯学習の充実、香り高い歴史文化の継承と
その市民への浸透などの取組みをとおして、心豊かな「人
づくり」を推進し、一人ひとりの市民が輝いている魅力あ
るまちづくりを目指していきます。

都市基盤の整備
緑の中で、便利で暮らしやすい都市機能が充実したまちづくり
　自然への配慮を前提として、道路や市街地、上下水道な
どの都市基盤の整備を計画的に推進し、その結果として、
利便性が高く暮らしやすいと実感でき、人が交流する快適
なまちを構築していきます。

市民参画・行政の取組み
市民と行政が共に築く、自立したまちづくり
　健全な行財政基盤を確立し、市民ニーズに的確に対応で
きる行政システムを構築し、市民との協働や役割分担のも
と、市民の信頼を得た透明性の高い開かれた行政経営によ
り元気で自立した地域社会を創りあげていきます。
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■
非
核
平
和
都
市
宣
言

　

戦
争
の
な
い
平
和
で
安
全
な
社

会
の
実
現
は
、
私
た
ち
香
取
市
民

の
願
い
で
あ
り
、
世
界
の
人
々
の

共
通
の
念
願
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
な
お
世
界
各
地
で
戦
争
や

テ
ロ
リ
ズ
ム
等
の
惨
禍
に
よ
っ
て

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
で
あ
り
、
ま
た
、
平
和

憲
法
の
精
神
か
ら
も
、
核
兵
器
等

の
廃
絶
と
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和

の
実
現
を
訴
え
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

香
取
市
は
、
平
和
を
脅
か
す
核

兵
器
等
の
廃
絶
は
も
と
よ
り
、
地

球
上
か
ら
戦
争
を
な
く
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
実
現
に
向
け
、
こ
こ

に
﹁
非
核
平
和
都
市
﹂
を
宣
言
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　

☎
(50)
1
2
0
1

■
交
通
安
全
都
市
宣
言

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
は
、市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
環
境
の
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
香
取
市
民
は
、
交
通
事

故
の
な
い
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ

し
、
こ
こ
に
﹁
交
通
安
全
都
市
﹂

を
宣
言
し
ま
す
。

■
安
全
安
心
都
市
宣
言

　

犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い

で
す
。

　

私
た
ち
香
取
市
民
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
決
意
し
、
こ
こ
に
﹁
安
全

安
心
都
市
﹂
を
宣
言
し
ま
す
。

■
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
設
置

に
反
対
す
る
宣
言

　

香
取
市
は
地
下
水
を
汚
染
し
、

市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
破
壊
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
設
置
に
反
対
し
、
市

の
住
み
よ
い
環
境
と
緑
を
守
り
、

快
適
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
(50)
1
2
4
8

■
人
権
尊
重
都
市
宣
言

　

人
は
す
べ
て
自
由
に
し
て
平
等

で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
基
本
的
人
権
が
、
今
な
お
、
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
の
存
在
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

香
取
市
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
、
差
別
の
な
い
安

心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
﹁
人
権
尊

重
都
市
﹂
を
宣
言
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課　

☎
(54)
1
1
3
8

■
健
康
長
寿
都
市
宣
言

　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
誰
も
が
生
涯

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
は
、市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

私
た
ち
香
取
市
民
は
、
一
人
ひ
と

り
が
共
に
力
を
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
づ
く
り
と
生

き
が
い
活
動
を
通
し
て
、
健
康
で
長

寿
を
享
受
で
き
る
高
齢
社
会
を
築
く

た
め
、
こ
こ
に
﹁
健
康
長
寿
都
市
﹂

を
宣
言
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
0
9 健康長寿都市宣言

人権尊重都市宣言

産業廃棄物最終処分場
設置に反対する宣言

安全安心都市宣言

交通安全都市宣言

非核平和都市宣言

　市では、12 月 21 日、市民共通の理解のもと、
まちづくりを進めるため 6つの宣言を行いまし
た。今後は、宣言の主旨の達成に向けて、啓発
活動などを行っていきます。

土
木
・
建
設

・
道
路
整
備
（
県
道
成
田
小
見

川
鹿
島
港
線
）

・
公
園
の
管
理
、
草
刈

・
道
路
計
画

環
境
衛
生

・
禁
猟
区
エ
リ
ア
、
猟
の
ル
ー
ル

・
ご
み
収
集
、
ゴ
ミ
の
自
己
搬

入
、
分
別
関
係

・
黒
部
川
の
水
質
管
理

交
通
・
安
全

・
防
犯
灯
設
置
、
維
持
管
理

・
通
学
路
の
安
全
対
策
（
信
号

機
な
ど
の
設
置
）

・
危
険
箇
所
把
握
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）

・
避
難
場
所
設
定
、
周
知
徹
底

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
助
成

（
青
色
回
転
灯
車
両
の
使
用
）

・
高
齢
者
の
交
通
対
策

福　

祉

・
医
療
問
題
（
県
立
佐
原
病
院
・

小
見
川
総
合
病
院
な
ど
）

・
医
師
不
足
（
地
域
で
の
医
師

の
育
成
）

・
看
護
師
育
成

・
産
院
、
産
婦
人
科
医
の
充
実

（
お
産
の
で
き
る
場
の
確
保
、

助
産
師
）

・
妊
婦
の
送
迎
バ
ス

・
妊
婦
検
診
へ
の
助
成
増
加

・
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
次
世
代
育
成
行
動
支
援
計
画

・
市
主
催
会
議
時
に
保
育
施
設

の
設
置

・
福
祉
作
業
所
の
定
員

・
少
子
化
対
策
、
結
婚
相
談

・
保
育
園
（
保
育
料
、
土
曜
日

保
育
、
人
材
の
質
向
上
、
保
育

指
針
統
一
、
保
育
園
の
送
迎
バ

ス
、
奉
仕
作
業
の
支
援
、
先
生

の
言
葉
使
い
、
園
の
環
境
、
保

育
園
行
事
の
土
日
開
催
、
園
児

数
の
ば
ら
つ
き
、
看
護
師
の
配

置
な
ど
特
色
あ
る
保
育
実
施
）

・
保
育
園
の
整
備
、
建
替
え

・
一
時
保
育
の
充
実

・
養
護
児
の
保
育
施
設

・
学
童
保
育
の
充
実

・
乳
幼
児
医
療
助
成

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
活
用

・
作
業
所
・
授
産
施
設
の
製
品

販
売

・
発
達
障
害
の
子
育
て
支
援

・
小
児
科
発
達
医
療

・
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

・
健
康
づ
く
り
の
企
画
増

・
在
宅
医
療
支
援
制
度
の
創
設

教　

育

・
青
少
年
相
談
員
関
係
の
職
員

数
増

消
防
・
防
災

・
栗
源
分
遣
所
職
員
体
制
充
実

・
栗
源
分
遣
所
の
老
朽
化

・
災
害
時
避
難
場
所
の
設
定
、

周
知

・
防
災
マ
ッ
プ
の
町
内
未
加
入

者
へ
の
配
布

施　

設

・
小
見
川
区
文
化
会
館

経　

済

・
観
光
と
農
業
の
連
携

・
雇
用
の
場
の
確
保

・
農
業
事
業
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足

・
い
も
祭
の
支
援

・
若
い
人
が
農
業
に
携
わ
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い

市
民
活
動
・
生
活

・
転
入
時
の
対
応
（
町
内
会
、

ゴ
ミ
、
避
難
場
所
、
病
院
な
ど

の
案
内
）

・
町
内
会
へ
の
加
入
な
ど

・
市
民
協
働
の
あ
り
方

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
教
養

講
座
・
講
習
会
の
開
催
、
経
費

な
ど
の
協
力
、保
険
、防
災
グ
ッ

ズ
の
配
布
、
行
政
に
お
け
る
窓

口
）

総
務
・
企
画

・
定
住
化
促
進
の
た
め
の
対
策

・
広
報
紙
の
配
布
方
法

・
女
性
職
員
の
活
用

・
助
成
金
、
補
助
金
な
ど
の
削
減

・
行
政
協
力
員
の
報
酬
、
人
数

の
バ
ラ
ン
ス

・
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
の
連
携

・
市
民
税
増
の
使
途

・
人
口
の
移
動
、
転
出

　

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
各
区
事
務
所
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
会
議
概
要
を
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

☎
(50)
1
2
0
4

　

平
成
19
年
度
に
開
催
し
た
市
民
懇
談
会
︵
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶
は
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
性
別

や
年
代
で
対
象
者
を
絞
る
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

延
べ
3
3
0
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
各

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見
や
要
望
、
市
政
に
関
す
る

身
近
な
疑
問
・
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で
出
さ
れ
た
分
野
ご
と
の

主
な
意
見
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

開催日

₄月12日

₅月29日

₆月23日

₆月30日

₇月17日

₇月24日

₉月22日

₉月29日

10月18日

11月16日

11月20日

₁月13日

平成19年度市民懇談会(タウンミーティング)参加者

開催場所

市役所

佐原中央公民館

栗源公民館

小見川区事務所

山田公民館

栗源公民館

佐原中央公民館

山田公民館

小見川区事務所

佐原中央公民館

小見川区事務所

佐原中央公民館

合　　　計

対象者

市内高等学校代表生徒

市内中学校代表生徒

女性

女性

50歳以下男女

50歳以下男女

女性

女性

市民全員

50歳以上男女

50歳以上男女

成人式典参加者

参加数

40人

42人

22人

16人

6人

38人

36人

17人

45人

25人

7人

36人

330人

市民懇談
会

結果報告

市の宣言市の宣言
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香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
や
出
来
事
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▲お話に夢中になる親子連れ

み
ん
な
で
楽
し
む　

む
か
し
ば
な
し
フ
ェ
ア

話
で
家
族
の
輪
を
広
げ
る

昔

　

み
ん
な
で
楽
し
む
、

む
か
し
ば
な
し
フ
ェ
ア

が
、
1
月
19
日
に
佐
原

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー
プ
「
絵
本
の

会
～
喜
び
が
こ
だ
ま
し

て
～
」
の
皆
さ
ん
が
、
む
か
し
ば
な
し
を
と
お
し

て
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
れ
ば

と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
語
り
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
わ
ら
べ
う
た
な
ど
、
昔
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
お
話
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
夢
中
に

な
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

原町並み号発車しま～す
ボンネットバスに乗って市内観光佐

　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
っ

て
市
内
の
名
所
を
巡
る
試
み

が
、
1
月
14
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佐
原
地
区
の
町

並
み
保
存
に
取
り
組
む
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会
」が
、

「
昔
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
、
古
い
町
並
み
を
観

光
し
て
も
ら
っ
て
は
」
と
企

画
し
た
も
の
で
、
同
会
の
メ

ン
バ
ー
が
観
光
ガ
イ
ド
を
行

い
な
が
ら
、
三
菱
館
を
出
発

▲観光客を乗せて町並みを進むボンネットバス ▲レトロなバスは注目の的

し
、
香
取
神
宮
、
観
福
寺
、

地
元
の
酒
蔵
を
2
時
間
で
巡

る
コ
ー
ス
で
す
。

　

バ
ス
に
は
、
昔
乗
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
や
、
は
じ
め
て

見
た
と
い
う
小
学
生
な
ど
が

乗
車
し
、
普
段
見
慣
れ
た
景

色
を
違
っ
た
角
度
か
ら
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
取
神
宮
に
到
着

す
る
と
、
参
拝
客
が
レ
ト
ロ

な
バ
ス
の
登
場
に
驚
き
、
バ

ス
と
の
記
念
撮
影
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　中国音楽鑑賞会が、₁
月26日に小見川さくら館
で行われました。
　鑑賞会は、二

に

胡
こ

、琵
び

琶
わ

、
古
こ

箏
と

、笛
ふ

子
え

など、日本で
も大変親しみのある楽器
で演奏されました。これ
らの楽器は、中央アジ
アやイスラム圏から伝え
られた楽器に中国各民族

の伝統楽器の特色が加わり、
さらに近代になってさまざ

まに改良されたものだそうです。
　悠久の歴史の調べ、心を揺さぶる
旋律と音色に聴衆はうっとりと聞き
入りました。
　また、落語や児童による郷土芸能
の披露が会場を盛り上げました。

久の調べにうっとり
中国音楽鑑賞会悠

▲演奏するグループ風雅

▲郷土芸能を披露する児童

▲消防署員による防火訓練
▲宝物持ち出し訓練を行う神宮職員

▲はしご車による放水訓練

輝 かしい功績をたたえ
香取市教育委員会表彰 文

化
財
を
守
る
た
め

香
取
神
宮
、
善ぜ
ん
の
う
じ

雄
寺
で
防
火
訓
練

▲檀家さんたちによるバケツリレー

　

1
月
26
日
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
を
前
に
、
25
日
、
文
化

財
建
造
物
の
火
災
を
想
定
し
た

防
火
訓
練
が
香
取
神
宮
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

神
宮
に
は
、
国
宝
「
海か
い

獣
じ
ゅ
う

葡ぶ

萄ど
う

鏡き
ょ
う」

や
、
国
の
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿

や
楼
門
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
火
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
神
宮
自
衛
消
防

隊
、
地
元
消
防
団
、
消
防
署
員

が
参
加
し
、
境
内
の
池
に
は
氷

が
は
る
寒
い
中
で
し
た
が
、
実

際
に
放
水
を
し
、
本
番
さ
な
が

ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、27
日
に
は
善
雄
寺︵
一

ノ
分
目
︶
で
も
防
火
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、
地

元
消
防
団
、
消
防
署
員
が
放
水

訓
練
を
行
い
、
檀
家
さ
ん
た
ち

が
本
堂
の
消
火
活
動
、
消
火
器

の
使
い
方
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の

訓
練
や
、
県
指
定
文
化
財
「
阿

弥
陀
如
来
坐
像
」
を
運
び
出
す

手
順
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。



5 広報 2008年（平成20年）2月15日【まちかど通信】

Vol.23

香
取
遺
産

は
、
伊
能
家
に
よ
り
大
切
に

守
り
伝
え
ら
れ
、
昭
和
32
年

2
月
19
日
、
国
指
定
重
要
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
現

在
は
伊
能
忠
敬
記
念
館
内
に

収
蔵
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
た
資
料
は
、﹁
伊

能
忠
敬
遺い
し
ょ
な
ら
び
に
い
ひ
ん

書
并
遺
品
（
85

点
）﹂（
測
量
中
毎
日
書
き

綴
っ
た
日
記
や
日
本
各
地
の

山
島
の
方
位
を
測
定
し
た
山

島
方
位
記
な
ど
忠
敬
自
身
の

著
書
、
彼
の
業
績
の
結
晶
で

あ
る
伊
能
図
や
専
門
の
職
人

に
特
別
に
作
ら
せ
た
精
度
の

高
い
測
量
器
具
類
）
と
﹁
附

伊
能
忠
敬
手
沢
本
（
1
1
0

点
）﹂（
忠
敬
が
勉
強
し
た
暦

書
な
ど
の
書
籍
、
測
量
中
参

考
に
し
た
絵
図
類
）
そ
し
て

﹁
附
つ
け
た
り

伊
能
忠
敬
孫ま
ご

忠た
だ

誨の
り

遺い

書し
ょ

（
20
点
）﹂（
孫
の
忠
誨
が
残

し
た
資
料
）
で
す
。

　

忠
敬
の
測
量
方
法
は
、
当

時
一
般
的
な
導
線
法
と
交
会

法
と
い
う
方
法
で
し
た
が
、

測
量
器
具
に
は
最
新
で
精
度

の
高
い
も
の
を
使
用
し
ま
し

た
。
距
離
を
測
る
に
鉄
の
鎖

を
使
用
し
、
坂
道
で
は
割か
つ

円え
ん

八は
っ

線せ
ん

対た
い

数す
う

表ひ
ょ
う（
三
角
関
数
早

見
表
と
類
似
）
を
使
い
水
平

距
離
を
算
出
し
ま
し
た
。
方

位
角
を
測
る
に
30
分
（
1
度

の
半
分
）
ま
で
測
る
こ
と
が

で
き
る
ワ
ン
カ
ラ
シ
ン
（
小

方
位
盤
）
を
用
い
、
両
方
向

か
ら
方
位
角
を
測
り
平
均
し

て
誤
差
の
無
い
よ
う
注
意
深

く
測
量
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
夜
間
の
天
体
観
測
を
日

本
全
国
1
0
0
0
カ
所
以
上

「日本で初めて実測日本地図を完成」

伊能忠敬遺書并遺品

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を
紹
介

し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

今月のおすすめ
モ
ノ
が
で
き
る
仕
組
み
事
典 

タ
イ
ヤ
、
カ
ッ
プ
め
ん
、
ピ
ン
ポ

ン
玉
に
ス
ニ
ー
カ
ー

　

電
化
製
品
や
楽
器
・
日
用
品

か
ら
大
型
機
械
に
い
た
る
ま
で
、

あ
っ
と
驚
く
「
モ
ノ
」
が
製
造
さ

れ
て
い
く
過
程
を
紹
介
。
完
成
ま

で
の
製
造
工
程
を
2
～
7
工
程

に
分
け
、
写
真
や
図
を
多
く
使
い
、

モ
ノ
の
構
造
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
基

本
的
な
科
学
知
識
や
技
術
史
と
合

わ
せ
て
解
説
。

こ
の
6
つ
の
お
か
げ
で
ヒ
ト
は
進

化
し
た

 

チ
ッ
プ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
／
著

　

人
類
は
ほ
か
の
生
物
に
く
ら
べ

て
飛
躍
的
な
進
化
を
遂
げ
、
ユ

ニ
ー
ク
な
姿
を
手
に
入
れ
た
。
直

立
二
足
歩
行
に
代
表
さ
れ
る
「
進

化
の
6
つ
の
ア
イ
テ
ム
」
つ
ま
先
、

親
指
、
の
ど
、
笑
い
、
涙
、
キ
ス

を
求
め
て
右
往
左
往
し
つ
づ
け
た

人
類
数
百
万
年
の
歩
み
を
巧
妙
に

物
語
る
。

子
ど
も
を
伸
ば
す
手
仕
事
・
力
仕
事

手
と
身
体
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
頭

が
よ
く
な
る 

辰
巳　

渚
／
著

　

必
要
に
迫
ら
れ
た
手
仕
事
・
力

仕
事
は
私
た
ち
に
心
の
動
き
を
与

え
、
そ
の
心
の
動
き
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
や
工
夫
や
知
恵
の
発
見

に
つ
な
が
っ
て
い
く
⋮
。
子
ど
も

に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
「
家
事
」

と
し
て
の
73
の
手
仕
事
・
力
仕
事

を
紹
介
。

し
も
ば
し
ら

 

野
坂
勇
作
／
さ
く

　

寒
い
冬
の
朝
に
出
来
る
「
霜

柱
」。
こ
の
絵
本
は
霜
柱
の
出
来

る
理
由
や
種
類
な
ど
を
分
か
り
易

く
説
明
し
、
家
庭
の
冷
蔵
庫
で
霜

柱
を
作
る
方
法
も
紹
介
。
身
近
な

科
学
が
楽
し
く
描
か
れ
た
絵
本
。

の
場
所
で
行
い
、
1
分
（
1

度
の
1
／
60
）
ま
で
測
れ
る

象し
ょ
う

限げ
ん

儀ぎ

（
中
）
に
よ
り
正
確

な
緯
度
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
作
成
さ
れ
た
伊

能
図
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
や
イ

ギ
リ
ス
の
測
量
艦
隊
に
よ
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
出
さ

れ
世
界
で
高
い
評
価
を
受
け

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界

は
地
球
上
に
お
け
る
未
知
の

土
地
を
克
服
し
、
日
本
は
世

界
地
図
上
に
そ
の
正
確
な
位

置
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
国
内
に
お

い
て
は
、
幕
末
明
治
以
降
の

近
代
化
お
よ
び
国
防
上
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
正
確
な
伊

能
図
は
そ
の
役
目
を
十
二
分

に
果
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

伊
能
忠
敬
は
、
日
本
で
初

め
て
実
測
に
よ
る
日
本
地
図

を
完
成
さ
せ
た
人
で
す
。
そ

の
時
使
わ
れ
た
測
量
器
具
・

日
記
・
地
図
な
ど
の
資
料

▲受賞者代表挨拶をする荒井菜々子さん

輝 かしい功績をたたえ
香取市教育委員会表彰

▲表彰を受ける皆さん

　文化活動・スポーツ活動で輝
かしい活躍をされた人たちを表
彰する、平成19年度香取市教育

委員会表彰授与式
が1月25日に、佐原
文化会館で行われ
ました。
　式では、文化の
部 に8人、1団 体、 ス
ポーツの部では149人、18団体が選ばれ、各代表に関教
育長より賞状が授与されました。
　受賞者代表挨拶として、佐原中学校陸上競技部の荒井
菜々子さんが、｢今後も文化活動やスポーツ活動で、大き
な夢をもち、地域の皆さんの期待に応えられるよう、さら
に努力していきたいと思います｣ と抱負を述べました。

　

小
学
3
～
6
年
生
の
親
子
40

人
が
参
加
し
た
、
栗
源
区
の
親

子
ス
キ
ー
教
室
が
1
月
26
日
と

27
日
、
長
野
県
茅
野
市
の
白
樺

湖
ロ
イ
ヤ
ル
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

初
日
の
午
前
中
は
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
キ
ー
レ
ッ

ス
ン
が

行
わ
れ
、

ス
キ
ー

板
を
片

足
だ
け
履
い
て
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
た
り
、
板
を
ハ
の
字
に
し

て
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
を
練
習
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
自
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
、
親
子
で
白

銀
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
樺
湖
氷
ひ
ょ
う

燈と
う

祭さ
い

が
開

催
中
で
あ
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
氷
の
彫
刻
を
見
学
し
た

り
、
氷
で
つ
く
ら
れ
た
滑
り
台

を
楽
し
み
ま
し
た
。

親
子
ス
キ
ー
教
室

銀
の
世
界
。
雪
質
は
最
高
！

白

▲インストラクターの後を滑る参加者

▲片足で滑る練習をする子どもたち

▲氷の滑り台
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合
相
談
窓
口
﹂
で
す
。

　

市
内
に
は
、﹁
香
取
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
﹂の
名
称
で
設
置
さ
れ
、

事
務
所
は
Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
北
口
か

ら
徒
歩
5
分
の
場
所
に
あ
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
3
6
5

日
・
24
時
間
（
夜
間
は
転
送
電

話
で
対
応
）
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

北
1
︲
11
︲
18

問
香
取
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

☎
（50）
2
8
0
0

　
﹁
健
康
づ
く
り
﹂﹁
医
療
﹂﹁
福

祉
﹂
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
1
日
㈯　

13
時

30
分
～
16
時

■
場
所　

旭
中
央
病
院
3
号
館

5
階
大
講
堂

■
内
容　

地
域
か
ら
の
実
践
発

表
、
堂
本
知
事
も
参
加
し
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

問
香
取
・
海
匝
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会

�
☎
0
4
7
9

（60）
2
5
7
8

■
日
時　

3
月
6
日
㈭　

10
時

～
15
時

■
場
所　

千
葉
地
方
法
務
局
香

取
支
局
1
階
ロ
ビ
ー

■
内
容　

表
示
登
記
に
関
す
る

こ
と

問
土
地
家
屋
調
査
士
会
香
取
支

部　

篠
塚　

☎
（82）
2
8
5
5

　

栗
山
川
は
、
九
十
九
里
・
南

房
総
地
域
の
飲
料
水
や
、
農

■
4
カ
月
児
健
診

佐
…
12
日
㈬
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
19
年
10
〜
11
月
生
）

小
…
28
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
19
年
11
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

山
…
7
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
19
年
5
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
…
19
日
㈬
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
18
年
9
月
生
） 

■
2
歳
児
歯
科
健
診

佐
…
14
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
17
年
9
〜
10
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

佐
…
18
日
㈫
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
16
年
9
月
生
）

栗
…
11
日
㈫
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
16
年
6
〜
9
月
生
）

山
…
12
日
㈬
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
16
年
7
〜
10
月
生
）

■
マ
マ
パ
パ
教
室 

︵
要
申
込
︶

小
…
1
日
㈯
9
時
開
始

■
プ
レ
マ
マ
教
室
（
要
申
込
）

小
…
6
日
㈭
・
1�
日
㈭
1�
時
開
始

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

小
…
27
日
㈭
1�
時
15
分
〜
1�
時
�0
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
…
4
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
1�
時
50
分　

小
…
14
日
㈮
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
4
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時
15
分　

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
…
21
日
㈮
1�
時
�0
分
〜
1�
時
50
分　

小
…
11
日
㈫
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
4
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時
15
分　

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
…
25
日
㈫
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
6
日
㈭
1�
時
�0
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
18
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
…
14
日
㈮
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
小
見
川
総
合
病
院
で
接
種

佐
…
5
日
㈬
1�
時
〜
14
時
�0
分　

小
…
�
日
㈪
9
時
�0
分
〜
16
時

山
…
24
日
㈪
9
時
〜
16
時　

栗
…
17
日
㈪
1�
時
〜
14
時
�0
分

佐
…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

小
…
成
人
の
健
康
相
談
：
小
見
川
区
事
務
所　

そ
の
他
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

山
…
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。（　

）内
は
今
回
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
(50)
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(78)
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(75)
3
0
0
0

各
区
の
開
催
場
所

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

成
人
の
健
康
相
談

親
子
と
成
人
の
保
健

3
月
1
日
～
31
日

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

■
日
時　

2
月
21
日
㈭　

15
時

～
（
予
約
不
要
）

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
女
性
の
た
め
の
尿

も
れ
対
策
﹂腹
圧
性
尿
失
禁（
例

く
し
ゃ
み
で
尿
も
れ
）
に
対
す

る
骨
盤
底
筋
体
操　

講
師
：
県

立
佐
原
病
院
看
護
師　

斉
藤
美

鈴
氏

■
参
加
費　

無
料

問
県
立
佐
原
病
院

�

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

3
月
9
日
㈰　

9
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
日
）

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

申
開
催
月
の
第
1
日
曜
日
、
17

時
ま
で

小
見
川
消
防
署�
☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署�
☎
（52）
4
1
1
1

　

佐
原
社
会
保
険
事
務
所
職
員

に
よ
る
出
張
相
談
を
行
い
ま

す
。
希
望
者
は
事
前
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

社
会
保
険
庁
か
ら

﹁
ね
ん
き
ん
特
別
便
﹂
が
送
付

さ
れ
た
人

■
日
時　

3
月
6
日
㈭　

9
時

30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

小
見
川
区
事
務
所

3
0
5
会
議
室

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

送
付
さ
れ
た
﹁
ね

ん
き
ん
特
別
便
﹂、
年
金
手
帳
、

年
金
証
書
（
受
給
者
）、
印
鑑

※
相
談
者
が
本
人
以
外
の
場

合
、本
人
が
署
名
捺
印
し
た﹁
委

任
状
﹂、
相
談
者
の
運
転
免
許

証
な
ど
身
分
を
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
2
月
20
日
㈬　

9
時
～

小
市
民
環
境
課
☎
（82）
1
1
1
4

　

佐
原
中
央
図
書
館
で
は
蔵
書

点
検
の
実
施
に
よ
り
、
次
の
期

間
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
の
返
却
は
通
常
ど

お
り
玄
関
右
手
の
返
却
ポ
ス
ト

を
利
用
で
き
ま
す
。

■
期
間　

3
月
3
日
㈪
～
10
日

㈪
の
8
日
間

問
佐
原
中
央
図
書
館

☎
（55）
1
3
4
3

　

3
月
定
例
市
議
会
は
、
2
月

27
日
㈬
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
程
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
☎
（50）
1
2
1
7

　

中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
民
間
の
事
業
所
が
千

葉
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
﹁
福
祉
の
総

講座
教室

お知らせ

2008. February

2
月

【暮らしの情報】

応
急
手
当

救
命
講
習
会

葬　祭　業

（おみがわ聖苑隣り）
自宅葬・家族葬・ホール葬・社葬

℡ 0 4 7 8 （ 8 3 ） 4 1 9 4

香 取 ホ ー ル

〈広告〉

                        1 2
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 24 25 26 27 28 29 

3
月
議
会
開
催

福
祉
の
総
合
窓
口

中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い香取消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

あなたの街にも・・・
木の家にやさしい  外張り断熱工法

㈱岩澤工務店　一級建築士事務所
『エアサイクルの家って何？』のDVD無料プレゼント中 ！
香取市大根1278-20　電話 0120-142-172　Fax.0478-59-3130
メール ： do@happy.email.ne.jp　  http//www.iwasawa-woody.com

〈広告〉

業
用
水
、
千
葉
臨
海
工
業
地
帯

周
辺
の
工
業
用
水
と
し
て
、
利

根
川
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
横

芝
光
町
ま
で
導
水
す
る
と
い
う

大
切
な
役
割
り
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
水
質
を
保
全
す
る
こ

と
は
、
千
葉
県
内
の
多
く
の
人

の
生
活
や
産
業
活
動
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
鮭
が
上
が
る
南
限

の
川
で
も
あ
り
、
そ
の
環
境
保

全
は
地
域
に
と
っ
て
も
大
切
な

課
題
で
す
。ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、

汚
染
源
と
な
る
油
類
な
ど
の
流

出
に
は
十
分
注
意
を
払
い
、
川

を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

問
（独）
水
資
源
機
構
千
葉
用
水
総

合
事
業
所

�

☎
0
4
7
5

（72）
4
1
2
1

　

水
郷
佐
原
山
車
会
館
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

65
歳
ま
で
の
健
康
な
人

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
雇
用
期
間　

4
月
1
日
～
平

成
21
年
3
月
31
日

■
勤
務
時
間　

8
時
30
分
～
17

時
15
分
（
週
30
時
間
位
）、
土
・

日
・
祝
日
勤
務
あ
り

■
賃
金　

時
給
7
7
0
円

■
選
考
方
法　

面
接
試
験
の
上

水
郷
佐
原
山
車
会
館

臨
時
職
員

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

出
張
相
談

佐
原
中
央
図
書
館

蔵
書
点
検
に
よ
り
休
館

栗
山
川
を
き
れ
い
に

香
取
・
海
匝
地
域
で

共
に
考
え
よ
う

募集

表
示
登
記
の

無
料
相
談
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■
期
日　

2
月
24
日
㈰

■
参
加
費　

無
料

■
親
子
映
画
会

▼
時
間　

13
時
30
分
開
場
、

14
時
開
演

▼
場
所　

山
田
公
民
館
ホ
ー

ル▼
上
映
作
品　
﹁
ど
ん
ぐ
り

の
家
﹂（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

重
い
障
害
の
ハ
ン
デ
を
背

負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
い
、
苦
し
み
な
が
ら
も

歩
ん
で
い
く
両
親
や
家
族
・

そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
、
ひ

た
向
き
な
姿
を
描
い
た
感
動

の
作
品
で
す
。

■
お
は
な
し
会

　

親
子
映
画
会
前
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
時
間　

12
時
50
分
～
13
時

20
分

▼
場
所　

山
田
公
民
館
階
2

階
和
室

▼
内
容　

小
さ
な
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
な
ど

問
山
田
公
民
館☎

（78）
4
4
3
1

市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

小見川区事務所　₂月27日㈬　予約日₂月18日㈪
市役所　　　　　₃月12日㈬　予約日₃月₃日㈪
山田区事務所　　₃月26日㈬　予約日₃月17日㈪

●行政相談・人権相談
　₂月20日㈬　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
　山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113
　₃月19日㈬　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138
●消費生活相談　₉時〜17時

市民生活課　　₂月28日㈭・₃月13日㈭　☎(54)1138
小市民環境課　₂月21日㈭・₃月₆日㈭　☎(82)1114

●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₃月₄日㈫
 （予約者優先　市民生活課　☎(54)1138）
●交通事故相談　10時〜15時　要予約
　環境安全課　　₂月26日㈫・₃月11日㈫　☎(50)1248
小市民環境課　₂月21日㈭　☎(82)1123

●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会本所　　　　₂月21日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所　₂月28日㈭　☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所　　₃月₆日㈭　☎(78)1056
　社会福祉協議会栗源支所　　₃月13日㈭　☎(75)2118

● 精神保健福祉相談(要予約)　₂月19日㈫・₃月₄日㈫・13日㈭
　13時30分〜
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・要予約)
　₂月25日㈪・₃月10日㈪・24日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₂月28日㈭・₃月27日㈭☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分〜16時30分　

法律相談 市民対象  ₉時30分〜14時  予約は市民生活課　☎（54）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

【暮らしの情報】

「いい家」が欲しい。

http://www.okeichi.com

香取市佐原イ570 電話0120-54-7233

新築・リフォーム・増改築・土地建物

メール→okeichi@beige.ocn.ne.jp

～木の家工房～桶市ハウジング

外断熱・二重通気工法のソーラーサーキットの家

注文住宅「杉の家」木の家に住みたい！
設計・見積、ご相談、何回でも無料！

356
モスバーガー

ヤクルト

公園 モデル
ハウス

植田建設

Yamucha

香取
市役所

消防署
佐原
中学校

至 小見川

至 佐原駅

自
転
車

ロ
ー
ソ
ン

オ
ラ
ン
ダ
家

※定休日
（火・水）

香取市北3丁目11-9 毎日13時～17時OPEN

〈広告〉

決
定

申
3
月
3
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
し
商
工
観
光
課
へ

�

☎
（50）
1
2
1
2

　

昔
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
で
、
佐
原
の
町
並
み
と
香
取

神
宮
を
観
光
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

2
月
24
日
㈰
、
3
月

2
日
㈰
、
9
日
㈰
、
15
日
㈯
、

16
日
㈰
、
30
日
㈰

■
出
発
時
間　

10
時
、
10
時
30

分
、
13
時
、
13
時
30
分

■
出
発
場
所　

三
菱
館

■
コ
ー
ス　

三
菱
館
～
香
取
神

宮
（
見
学
）
～
町
並
み

■
定
員　

25
人
（
要
予
約
）

■
参
加
費　

無
料

問
佐
原
町
並
み
交
流
館

�

☎
（52）
1
0
0
0

　

香
取
市
母
子
福
祉
協
力
員
協

議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
親
子
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

春
休
み
の
日
帰
り
遠
足
を
企

画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

■
期
日　

3
月
23
日
㈰

■
場
所　

マ
ザ
ー
牧
場

■
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料
（
弁
当
は
各

自
で
用
意
）

申
2
月
19
日
㈫
の
9
時
か
ら

家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
1
2
1

小
健
康
福
祉
課
☎
（82）
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
（78）
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
（75）
3
0
0
0

　

室
内
楽
公
演　
﹁
涙
そ
う
そ

う
﹂﹁
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
﹂﹁
月
の
砂
漠
﹂
な
ど
の

名
曲
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
16
日
㈰　

11
時

～
12
時
15
分

■
場
所　

水
郷
小
見
川
少
年
自

然
の
家
体
育
館

■
内
容　

県
民
芸
術
劇
場
﹁
日

本
の
歌
・
こ
こ
ろ
の
歌
コ
ン

サ
ー
ト
﹂　

歌
・
演
奏
：
ニ
ュ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
千
葉

■
入
場
料　

無
料

問
小
生
涯
学
習
課

�

☎
（80）
1
1
0
0

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
心
と
心
が

ふ
れ
あ
う
交
流
の
場
で
す
。
芸

能
発
表
や
作
品
展
示
、
焼
き
芋

な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
17
日
㈰　

10
時

～
15
時

■
場
所　

栗
源
公
民
館

問
栗
教
育
課　

☎
（75）
2
1
1
7

　

霞
个
浦
の
湖
岸
を
徒
歩
で
巡

視
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
霞
个
浦

河
川
事
務
所
で
は
、
地
域
の
人

た
ち
と
霞
个
浦
湖
岸
を
と
も
に

見
て
感
じ
る﹁
ふ
れ
あ
い
巡
視
﹂

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

18
歳
以
上

■
日
時　

3
月
9
日
㈰　

9
時

50
分
集
合　

10
時
～
15
時
30
分

巡
視
（
荒
天
時
中
止
）

■
集
合　

霞
个
浦
河
川
事
務
所

■
場
所　

霞
个
浦
湖
岸
（
神
栖

市
～
潮
来
市
～
行
方
市
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
。
傷
害
保

険
は
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

申
は
が
き
か
、
フ
ァ
ク
ス
で

﹁
霞
个
浦
ふ
れ
あ
い
巡
視
参
加

希
望
﹂
と
記
載
し
、
参
加
者
の

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
2

月
22
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
3
1
1
︲
2
4
2
4
潮
来

市
潮
来
3
5
1
0
国
土
交
通
省

霞
个
浦
河
川
事
務
所
調
査
課
へ

�

☎
0
2
9
9

（63）
2
4
1
5

�

0
2
9
9

（63）
2
4
9
5

■
日
時　

3
月
2
日
㈰　

8
時

～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

☎
（52）
1
0
0
0

霞
ヶ
浦

ふ
れ
あ
い
巡
視

催し
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で

観
光

母
子
・
父
子
で
一
緒
に

お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か

県
民
芸
術
劇
場

「
水
辺
の
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」

公
民
館

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

親
子
映
画
会
を
開
催

伊
能
家
の
お
ひ
な
さ
ま

�

佐
原
の
お
ひ
な
さ
ま
展

　

記
念
館
で
は
、
伊
能
忠
敬

か
ら
数
え
て
4
代
目
の
娘

た
ち
の
お
雛
様
や
、
市
内
で

最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
奈
良

屋
の
お
雛
様
な
ど
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
館
内
に
は

お
雛
様
の
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
作
品
は
展
示
室
に

飾
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
館
周

辺
の
家
々
で
も
お
雛

様
の
一
般
公
開
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

3
月
23
日

㈰
ま
で　

9
時
～
16

時
30
分

■
場
所　

伊
能
忠
敬

記
念
館

■
展
示
資
料　

伊
能

家
の
雛
人
形
、
奈
良

屋
の
雛
人
形
、
昭
和
・

平
成
の
雛
人
形
、
雛

飾
り
道
具
類
、
掛
け
軸
雛

■
料
金　

大
人
5
0
0
円　

小
中
学
生
2
5
0
円
（
15
人

以
上
の
団
体
は
大
人
4
5
0

円
・
小
中
学
生
2
0
0
円
）�

■
休
館
日　

休
祝
祭
日
の
翌
日

問
伊
能
忠
敬
記
念
館

　
　
　
　
　

☎
（54）
1
1
1
8
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人口と世帯
₂月₁日現在
人　口／87,025人（−80）
　　　男43,084人（−55）
　　　女43,941人（−25）
世帯数／29,033戸（− 5）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

珍
ら
し
く
路
地
よ
り
子
ら
の
声
が
す
る
塾
は
休
み
か
今

日
冬
日
和�

鈴
木　

照
代
（
小
見
川
）

な
つ
か
し
き
友
の
声
な
り
お
も
わ
ず
も
長
電
話
と
な
り

近
況
話
す�

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

残
り
い
し
紅
葉
は
昨
夜
の
雨
に
散
り
果
て
な
く
広
き
青

空
が
あ
り　

�

髙
木　

マ
サ
（
岩
部
）

感
情
も
思
想
も
持
た
ぬ
ロ
ボ
ッ
ト
が
意
志
あ
る
ご
と
く

物
運
び
ゆ
く�

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

は
じ
め
て
の
か
わ
ぐ
つ
は
け
ば
コ
ツ
コ
ツ
と
大
人
の
音

す
る
成
人
式
に�

関
根　

大
徳
（
小
見
川
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

齢
重
ね
日
記
の
ひ
と
つ
終
り
た
り
娘
の
家
に
来
て
晦
日

そ
ば
食
う�

髙
木　

イ
ト
（
大
根
）

評
・
日
記
も
三
年
も
の
と
か
五
年
も
の
と
か
あ
る
よ
う
だ
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
日
記
を
ひ
と
つ
書
き
終
え
た
こ
と
は
励
み
に
も
な

ろ
う
。
晦
日
そ
ば
は
大
つ
ご
も
り
の
年
越
し
そ
ば
と
思
う
が
、
率

直
な
表
現
に
好
感
を
も
つ
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

神
宮
の
森
に
初
矢
の
的
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

多
田　

茂
（
大
倉
）

評
・﹁
初
矢
﹂
も
﹁
初
弓
﹂
も
、
弓
を
引
く
正
月
の
儀
式
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
、
と
言
う
。
こ
こ
は
香
取
神
宮
で
あ
ろ
う
か
、

森
閑
と
し
た
宮
居
の
中
で
、
的
に
当
る
矢
の
音
は
想
像
し
た
だ
け

で
身
の
引
き
締
る
思
い
が
す
る
。

機
械
化
と
な
り
し
こ
の
世
の
鍬
始
め

�

宮
崎　

弘
（
白
井
）

明
け
や
ら
ぬ
潮
の
匂
ひ
の
恵
方
道

�

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

白
鳥
の
見
ゆ
る
窓
辺
の
朝あ

さ

餉げ

か
な

�

内
野　

千
代
子
（
三
島
）

針
供
養
ひ
と
日
の
豆
腐
華
や
げ
り

�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

夫
の
病
癒
え
て
拝
む
や
初
日
の
出

�

平
野　

や
す
（
古
内
）

【市民のひろば】

　お部屋をきれい
に飾るため、みん
なで作りました。
　ペンギンさんた
ちと一緒にかわい
いダンスを踊って
います。

すみれ組
（年長児）

ギャラリーギャラリー
小見川中央保育所

壁面制作

パ
パ 

正
典
さ
ん
／
マ
マ 

紀
子
さ
ん

●
本も

と
み
や宮 

悠は
る
と音

く
ん(

津
宮)

パ
パ 

健
一
さ
ん
／
マ
マ 

幸
恵
さ
ん

●
山や

ま
も
と本 

佑ゆ
う
き樹

く
ん(

津
宮)

パ
パ 

茂
さ
ん
／
マ
マ 

秀
美
さ
ん

●
齋さ

い
た田 

大だ
い
ち地

く
ん(

岩
ヶ
崎
台)

ミ
ニ
カ
ー
大
好
き
！
い
つ
も
一

緒
。
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で
か

け
っ
こ
し
て
る
よ
！

ボ
ー
ル
遊
び
大
好
き
♥
今
は
ゴ

ル
フ
に
夢
中
で
す
。

●
根ね

も
と本 

怜れ

お皇
く
ん(

玉
造)

パ
パ 

善
弘
さ
ん
／
マ
マ 
理
恵
さ
ん

●
中な

か
ざ
と里 

葵あ
お
いち

ゃ
ん(

高
萩)

パ
パ 

篤
志
さ
ん
／
マ
マ 

春
枝
さ
ん

水
遊
び
砂
遊
び
が
大
好
き
。
踊

り
も
上
手
だ
よ
。

ワ
ン
ワ
ン
大
好
き
。い
つ
も
い
っ

し
ょ
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
命
!!
ア
ン
パ
ー

ン
チ
が
き
め
ポ
ー
ズ
。
い
た
ず

ら
全
開
、
元
気
1
0
0
バ
イ
。

　「広報かとり」のコーナーを飾る「みて・見て・うちの子」に掲
載するお子さんの写真を募集します。お子さんのちょっとした瞬間
の一コマや成長の記念をお寄せください。
■対象　市内在住で平成18年₆月から11月生まれのお子さん（₄月
から₉月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　₂月22日㈮（当日消印有効）までに往復はがきに
保護者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、生
年月日を記入し、〒287-8501　広報広聴課広報班まで（応募多数の
場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web版広
報かとり」にも掲載されます
問広報広聴課　☎(50)1204

■
応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に

開
花
予
想
日
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

こ
の
ク
イ
ズ
を
何
で
お
知
り
に

な
っ
た
か
を
記
入
し
て
、
応
募

く
だ
さ
い

　

た
だ
し
、
ご
応
募
は
1
人
1

枚
に
限
り
ま
す

■
応
募
先　

〒
2�
8�
9
︲
0�

3�

9�

3　

香
取
市
羽
根
川
38
番
地

水
郷
小
見
川
観
光
協
会
事
務
局

﹁
城
山
公
園
さ
く
ら
開
花
予
想

ク
イ
ズ
﹂
係
ま
で

■
締
め
切
り　

3
月
7
日
㈮　

（
当
日
消
印
有
効
）

■
賞
品　

正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
1
人
に
高
級
電
化
製
品
、

3
人
に
花
火
大
会
桟
敷
席
（
6

人
用
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
正
解

者
全
員
に
香
取
市
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

問
小
産
業
振
興
課
内
水
郷
小
見

川
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
１
１
１
７

　

開
花
と
は
対
象
樹
と
な
っ
て
い
る
城
山
公
園
観
光
案
内
所
脇
の

大
桜
︵
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
︶
が
5
輪
開
い
た
と
き
に
開
花
と
し
ま
す
。

城
山
公
園
さ
く
ら

今年、城山公園のさくらが
� 開花するのはいつでしょう？

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

市税の納付は
口座振替が便利

　市税の納付には、期限内
の自動引き落としとなる口座
振替が便利で確実です。
　希望者は市役所、金融機
関などへ預金通帳と届出印
を持参し、申し込みください

開
花
予
想
ク
イ
ズ

ちなみに

3/24
昨年は…

掲載写真募集
締め切

り迫る
！

再生紙を使用しています

　

最
も
寒
い
時
期
、
大
寒
は
過

ぎ
た
は
ず
な
の
に
ま
だ
ま
だ
寒

い
！
取
材
で
香
取
神
宮
の
防
火

訓
練
を
訪
れ
た
時
、
寒
さ
で
手

が
か
じ
か
ん
で
し
ま
い
、シ
ャ
ッ

タ
ー
が
押
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
香
取
神
宮
の
方
が

手
袋
を
差
し
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
や
さ
し
さ
が
う
れ
し
く
て
、

心
も
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ま
だ
ま
だ
寒
い
中
、

市
内
で
も
梅
の
便
り
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
国
指
定
史
跡﹁
阿

玉
台
貝
塚
﹂
の
散
策
道
沿
い
に

は
約
30
種
類
6
0
0
本
も
の
梅

の
木
が
植
え
ら
れ
、
1
月
下
旬

か
ら
咲
き
始
め
ま
し
た
。
梅
は

花
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
実

も
梅
干
や
梅
酒
な
ど
で
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
私
も

見
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
♪
（
Y
）


